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東興ジオテック株式会社

1
9
5
6
年
に
、
吹
付
機
械
を
活
用
し
た
各
種
工
事
を
営
む

東
興
建
設
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
2
0
0
6
年
に
G
W
A

（
現
高
松
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
）
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に
。

2
0
1
0
年
に
は
み
ら
い
ジ
オ
テ
ッ
ク
、
大
和
ロ
ッ
ク
と
合
併
、

東
興
ジ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
称
号
を
変
更
し
た
。
2
0
2
0

年
度
の
売
上
高
は
2
4
0
億
円
。
官
公
庁
・
N
E
X
C
O
等
の
公

共
系
を
中
心
と
す
る
土
木
部
門
と
、
製
紙
会
社
、
製
鉄
会
社
や

電
力
会
社
向
け
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
工
事
を
営
む
C
E
部
門
の
2

つ
の
事
業
部
門
を
持
つ
。
瀬
高
末
広
社
長
は
「
両
輪
の
事
業
が

あ
る
の
で
企
業
環
境
に
左
右
さ
れ
に
く
い
」
と
説
明
す
る
。

主
力
の
土
木
工
事
部
門
の
大
半
は
、
斜
面
を
安
定
さ
せ
、
崩

壊
や
地
す
べ
り
を
防
止
す
る
法
（
の
り
）
面
事
業
。
道
路
や
鉄
道
、
治
山
、
治
水
と
い
っ
た
開
発
地
域
の
斜
面

崩
壊
、
地
す
べ
り
や
軟
弱
地
盤
へ
の
対
策
を
施
す
工
事
だ
。
法
面
緑
化
で
は
国
内
ト
ッ
プ
の
実
績
を
持
つ
。

▪
吹
付
機
の
応
用
技
術
で
事
業
拡
大

き
っ
か
け
は
、
1
9
5
7
年
に
日
本
で
初
め
て
吹
付
機
を
輸
入
し
た
こ
と
。
主
に
建
築
物
に
対
す
る
吹
付
工

事
か
ら
道
路
法
面
へ
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
を
拡
大
し
た
が
、「
モ
ル
タ
ル
の
代
わ
り
に
芝
の
種
子
を
盛
土
に
散
布

し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
、
京
都
大
学
と
共
同
開
発
し
た
の
が
急
速
緑
化
工
法
の
始
ま
り
」（
瀬
高
社
長
）
と
説

明
す
る
。
さ
ら
に
日
産
化
学
、
日
産
緑
化
と
共
同
で
、
盛
土
だ
け
で
な
く
岩
盤
な
ど
の
無
土
壌
地
も
緑
化
で
き

る
工
法
（
現
在
の
植
生
基
材
吹
付
工
）
を
約
20
年
か
け
て
開
発
し
、
同
社
の
緑
化
事
業
は
一
気
に
拡
大
し
た
。

当
時
は
外
国
産
の
芝
の
タ
ネ
を
輸
入
し
法
面
に
吹
き
付
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
、
業
界
に
先
駆
け
て
国
内
で

採
取
し
た
在
来
種
の
タ
ネ
を
使
用
し
た
法
面
の
樹
林
化
を
事
業
化
し
た
。
さ
ら
に
自
社
で
タ
ネ
の
貯
蔵
か
ら
発

芽
試
験
ま
で
を
行
う
体
制
を
確
立
。
1
9
9
6
年
に
開
設
し
た
日

本
樹
木
種
子
研
究
所
で
タ
ネ
の
貯
蔵
方
法
や
発
芽
試
験
を
繰
り
返

し
、
独
自
開
発
の
「
早
期
発
芽
力
検
定
法
」
を
は
じ
め
と
す
る
特

許
技
術
を
打
ち
立
て
、
つ
い
に
法
面
に
タ
ネ
を
播
い
て
木
を
茂
ら

せ
る
工
法
に
道
を
開
い
た
。

▪
地
中
事
業
や
法
面
事
業
お
よ
び
耐
火
材
で
も
独
自
技
術

地
中
事
業
で
も
独
自
技
術
を
有
す
る
。
特
に
既
設
構
造
物
な
ど

種
子
の
発
芽
研
究
ま
で
踏
み
込
ん
だ

法
面
緑
化
の
パ
イ
オ
ニ
ア

東
興
ジ
オ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

日本で初めて輸入した米国製吹
付機

瀬高　末広 氏
代表取締役社長

<経営目標>
　多くのステークホルダーに「より高い満
足感」を感じてもらえるような、ユニーク
なグッドカンパニーを目標とする
<経営姿勢>
　経営目標達成のため、よりビッグでより
ハイプロフィットなカンパニーを目指す
<存在意義>
　自然との調和を図り「生活基盤整備」「環
境保全」などの事業を通じて豊かな生活環
境を創造し、社会に貢献していくことを使
命とするC&Cカンパニーである

経営目標╱経営姿勢╱存在意義
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の
近
接
工
事
に
、
全
方
位
高
圧
噴
射
に
よ
る
地
盤
改
良
が
可
能
な

「
M
J
S
工
法
」
は
、
地
下
鉄
工
事
な
ど
水
平
方
向
の
施
工
で
用
い

ら
れ
る
メ
イ
ン
工
法
だ
。
さ
ら
に
公
共
物
等
の
経
年
劣
化
に
よ
る
補

修
需
要
の
拡
大
を
踏
ま
え
、
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
を
中
心
と
す
る
補
修

分
野
で
事
業
拡
大
を
目
指
す
。
一
方
、
C
E
部
門
で
は
、
プ
ラ
ン
ト

設
備
工
事
と
と
も
に
、
1
9
9
0
年
の
日
米
炉
材
製
造
と
の
合
併
に

よ
り
耐
火
材
を
自
社
で
製
造
。
焼
却
炉
内
部
の
耐
火
材
の
吹
付
に
着

手
し
、
こ
の
耐
火
材
技
術
を
ピ
ザ
窯
に
応
用
し
、
組
み
立
て
式
の
ピ

ザ
窯
も
販
売
し
て
い
る
。

瀬
高
社
長
が
「
技
術
で
リ
ー
ド
し
て
き
た
会
社
」
と
い
う
よ
う

に
、
新
技
術
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
法
面
事
業
で
は
、
吹
付

作
業
を
自
動
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
の
開
発
に
も
取
組
ん
で
い
る
。

企
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
全
社
員
か
ら
募
り
、
女
性
社
員
か
ら
の
提
案
で
「
環
境
に
や
さ
し
く
品
質
に
厳
し
く
」

を
採
用
し
、
各
作
業
所
で
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
“
日
本
一
き
れ
い
な
現
場
”
を
全
作
業
所
で
展
開
し
て
い
る

が
、
発
注
者
か
ら
の
評
判
も
良
く
、
次
の
仕
事
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
建
設
業
界
は
男
性
職
場
と
思
わ
れ
が
ち

だ
が
、
同
社
に
は
施
工
管
理
業
務
を
希
望
す
る
女
性
が
2
0
2
1
年
度
は
2
名
入
社
す
る
な
ど
女
性
が
活
躍
す

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
っ
て
い
る
。

　同社は社会や顧客のニーズに応えていくために、新技術・新工法など先
進技術を研究・開発し、常に成長し続ける企業として社会に貢献してきた。
またいち早く「環境アセスメント」思想を取り入れた事業を積極的に推進。
現在では「SDGs」にも取り組んでいる。新入社員はじめ若い社員や女性社
員の提案や意見を積極的に活かす「全員参加型の経営」を目指すなど建設
業界のなかでは風通しの良さはトップクラスだ。これからも社員一同ステー
クホルダーの期待に沿うよう、より良い社会づくりに邁進していく。

創 業：
所 在 地：
事業内容：

資 本 金：
社 員 数：

1956（昭和 31）年 3月 19日
東京都中央区銀座 7-12-7
自然回復緑化、斜面緑化、斜面保護、地盤改良、土壌汚染対策、爆砕、
保温保冷耐火、構造物補修などの設計施工及び耐火物製造販売
8,000 万円
425名（2020年 4月 1日現在）

URL：https://www.toko-geo.co.jp/

●長寿の秘訣

●会 社 概 要

法面事業は技術力とブランド力で国内トップクラス

災害跡地の斜面樹林化工法（施工 12年 6ケ月後）


